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境

地

区
交

通

地

獄

か

り

解

放

国
道
8
号
線
境
地
区
（
揃

戸
、
制
人
）
の
交
通
ネ
ッ

ク
を
解
消
す
る
た
め
、
昭

和
日
年
よ
り
、
総
工
費
げ

惚
4
千
万
円
を
投
じ
、
工

事
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
日
月

8
日
正
午

に
開
通
し
ま
し
た
。

境
バ
イ
パ
ス
は
、
随
員

ロ
・
お

μ、
延
長
引
服
、

一
番
高
い
と
ζ

ろ
で
標
高

加
討
も
あ
り
、
低
迷
軍
用

の
登
回
収
車
線
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

開
通
式
は
、
午
前
川
時

却
分
か
ら
バ
イ
パ
ス
西
口

で
関
係
者
や
地
区
民
約
3

百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

交
通
安
全
祈
願
祭
を
は

じ
め
に
、
建
設
省
道
路
局

長
、
県
土
木
部
長
、
兆
陵

地
建
道
路
部
長
、
中
川
町

長
の
4
人
で
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
し
、
自
動
車
パ
レ
ー

ド
に
う
つ
り
ま
し
た
。

金
剛
舗
で
は
、
涜
小
学
校
児
庄

の
段
笛
隊
の
マ
ー
チ
に
乗
っ
て
、

金
森
甚
六
さ
ん
（
花）

、
よ
き
さ

ん
（
行
〉
、
徳
政
さ
ん
（
引
）
、
ツ

ユ
エ
さ
ん
（
刊
〉
、

巨
司
さ
ん
（

お
）
、
多
喜
子
さ
ん
｛

μ）
の
三

夫
婦
を
先
頭
に
渡
り
初
め
を
行
い

そ
の
あ
と
、
境
小
学
校
で
鍛
工

式
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
平
砂
防
ダ
ム
竣
主

一（水
上
谷
）

も
う
災
害
の
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん

県
営
工
事
と
し
て
、
昭
和
刊
年
よ
り
5

(2) 

日
7
千
万
円
の
予
算
で
、
大
平
氷
上
谷
の

砂
防
ド
ム
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
ζ

の

ほ
ど
完
成
し
、
日
月
7
日
に
鍛
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

乙
の
砂
防
ダ
，一
は、

旧
泌
高
お
り
州
、
担
長

m
M
、
計
図
帥
則
的V
川
同
万
6
千
立
万
討
と

い
う
、
砂
防
〆
ム
と
し
て
は
た
い
へ

ん
大

規
模
で
立
派
な
も
の
で
す
。

こ
の
砂
防
タ
ム
の
完
成
は
、
昭
和
幻
年

7
月
、
間
利
判
年

8
月
の
集
中
日
欲
雨
に
よ

り
山
版
刷
峻
と
土
石
流
に
よ
る
印
刷
の
流

矢
な
ど
、
大
平
部
滋
に
大
き
な
被
筈
を
与

え
地
区
民
の
作
成
と
な
っ
て
い
た
災
害
の

不
安
を
一
附
す
る
も
の
で
す
。

や
す
い
側
潟
な
ど
は
、
近
所
共
同
で
あ
ら

か
じ
め
対
策
を
ご
検
討
願
い
ま
す
。

川
や
流
雪
溝
の

泌
水
し
な
い
よ
う
に
、

計
画
的
役
雪
を
町
内
会
や
上
下
流
の
関

係
者
と
十
分
協
議
の
う
え
計
画
的
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
流
ぺ
鴻
の
フ
タ
は

利
用
後
き
ち
ん
と
閉
め
て
く
だ
さ
い。

苦
情
要
望
は
町

困
鋭
な
除
勺
笑
眼
に
対

内
会
を
通
じ
て

し
、
ま
ず
寛
容
も
宮
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
ご
必
見
m
l
u
は
で
き
る

だ
け
町
内
余
役
尚
を
通
じ
て
た
闘
い
し
ま

す。各
世
調
路
の
除
雪

同
泊
日
迎
設
併
円
以
剖
刑
囚

担
当
償
問
必

道
総
叫刊出
似
一
山
（
串0
9

7
6
5ド
日
h
1
7・
1
4）

川県道
［
富
山
県
人
滋
土
木
取
務
所
（
曾
0

7
6
5H
η
H
1
1
3
3）

 

町
道
白川
町
道
除
勺
実
施
み
部

戸
法
設
課
内

晶

D
3

1

1
0
0
、
時
間
州立
也
通
3

1

1
0
4）

 

除
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

み
ん
な
の
協
力
で
雪
の
な
い
道
路
を

冬
将
軍
の
到
来
を
控
え
積
雪
に
よ
る
道

路
交
通
が
不
安
な
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

道
路
除
雪
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
つ

ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
民
の
留
さ
ん
の
積

極
的
な
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
、

除
雪
の
実
施
時
的
陣
室
状
況
に
よ
り
過
日

制
聞
に
つ
い
て

実
施
し
ま
す
が
、
通
勤

通
学
に
あ
わ
せ
て
早
期
除
雪
を
盛
点
と
し

ま
す
。

路
上
駐
歯
車
は
止
路
上
放
出
は
除
雪
を
妨

め
ま
し
ょ
う

げ
る
ば
か
り
か
、
ド
カ

雪
が
降
っ
た
と
き
や
吹
雪
の
と
き
判
別
で

き
ず
、
，M
富
市
出
と
の
衝
突
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。
故
障
抗
援
の
場
合
は
、
赤
川
川
町中ザ
で

車
何
糊
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
と

と
も
に
運
転
者
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て

く
だ
さ
い
。

生
活
道
路
は
み
機
械
除
雪
に
も
限
度
が

ん
な
で
除
雪
を

あ
り
ま
す
の
で
、
部
緩

内
の
生
活
道
路
は
近
所
協
力
で
除
引
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
患
の
前
の
堆
雪

険
百
恵
に
よ
っ
て
般
公

の
処
理
依
頼

し
た
一戸
口
の
宮
、
廊。
懐

中」は
、
心
作
々
排
蛍
一｝処
置
を
お
願
い
し
烹
す

被
害
防
止
の
た

除
宮
車
に
よ
る
被
符
を

め
に
標
識
を

受
り
や
す
い
道
路
沿
い

の
物
件
（
値
氷
、
へ
い
屋
、
川
畔
等
）
に

は
際
泌
（
赤
布
を
つ
け
た
サ
オ
を
立
て
る
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た、

耐
水
一一は
氷
し
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年
末
年
始
の

箆 29 2’ 

飲
酒
運
転
三
な
い
運
動

。
飲
ん
だ
ら
運
転
し

な
い

O
運
転
す
る
と
き
は

飲
ま
な
い

O
運
転
す
る
人
に
は

飲
ま
せ
な
い

ひさーあ事長i五昭相32• 8 JI 8目
• 3. t6使勧g可’

川
湖
拾
の
似
辺白
巾～微印刷
し
、
交
通
h
v
故
、
持

に
死
亡
山市
故
舎
な
く
し
ま
し
ょ
う。

ゆ
運
動
の
重
点

＠
飲
酒
、
無
縁
遺
伝
を
絶
減
し
よ
う

・
忘
年
会
．
続
年
九
四
等
に
は
曜
の
運
似

は
柏
町川
に
し
な
い

－
飲
削
辿
一
似
の
必
械
を
な
什
附
刊の
会
合
で

巾
し
合
わ
せ
る
な
ど
、
家
庭
、
織
川
柳

池
山川
ぐ
る
み
の
運
動
後
継
進
す
る
。

・
過
労
、
泌
皮

ω出
し
過
ぎ
、
無
理
な

追
越
し
、
信
け
無
視
等
の
暴
走
な
ど

終
判
退
転
の
追
依

＠
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
特
に
子
供

と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

－
道
路
の
繍
断
は
、
左
街
の
安
全
般
認

と
手
を
あ
げ
て
慣
断
歩
道
を
渡
る
。

・
自
転
車
の
飲
活
、
無
燈
火
、
余
さ
し

述
転
を
し
な
い
。

－
見
や
す
く
、
動
き
や
す
い
衣
服
告
白

11 J ]201 1現任

5主

4 

. 23 

I{"/ 

. /3 

勺

~3 

148 

119 

42 

c 

分 間 54 I!日

入制察署 発生件数i一一竺j
管内 句者’ 4 : 

f入~ ・ 朝包）傷 125 

38 

交通事故概況

者

者

発生fl:~

区

~ 朝日町

間
川
ず
る
。

一
積
宮．

凍
結何
時
並
び
に
夜
間
の
交
通
事

散
防
止

・
陥
．小：
泌
結
時
の
迷一転
に
は
タ
イ
ヤ

ードム

｜
ン
、
ス
ノ
ー

タ
イ

γ
を
付
け

ス
リ

ノ
γ
山
中
般
の
防
止
を
阿
る
。

・同附
勺
、
凍
結
時
は
、特
に
ス
ヒ
l

ド
を

約
六
）L
て
安
全
週
転
を
励
行
す
る
0

・
陥
叶
．出
結
時
に
は
、
自
転
車
、
阪
動

機
付
－
H
．恥
占唱の
運
転
を
嗣
泌
す
る
。

舟
安
全
還
伝
管
理
の
充
実

・
「
ゆ
と
り
」
と
「
ゆ
ず
り
合
い
．の
精
神

任
も
ち
、
ス
ヒ
ー
ド
を
明
治
と
そ
う
0

・
技
労
、
眠
脳
小
足
、
病
気
な
ど
の
時

は
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
。

－
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ

J

ト
の

沼
周

視察‘
＝保能rliWJ：＿協議会

、、、コ判11の

去
る
け
月
同
日
、
保
健

衛
生
協
議
会
を
始
め
、
婦

人
会
、

区
長
、
保
出
衛
生

委
員
各
代
表
約

m
u引が
、

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
月

歳
末
特
別
警
戒
の
実
施
に
つ
い
て

)0 

作
ぃ
本
年
始
は
人
の
融
制
き
も
あ
わ
た
と
し

く
り叫
り
注
忠
刀

humHはに
な
り
が
ち
で
す

円小川
生
活
に
お
い
て
も
火
を
化

F

つ
機
会

が
多
く
、
九
百
串
抵
で
は
不
紅
に
な
り
が
ち

に
な
り
火
災
お
よ
び
火
災
に
よ
る
化
お
の

発
生
防
止
に
ね
に
註
必
そ
必
民
と
す
る
附

則
で
す
。

ζ
の
時
期
に
町
民
の
防
火
意
臓
の
向
上

と
人
命
制
似
＠
放
の
絶
熊
を
期
す
る
た
め

蹴
京
特
別
瞥
減
を
実
箱
し
ま
す
。

交

通
安
全
県
民
運
動

49 者傷

⑤
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

－〉
玖
川
日
時

ロ
月
お
日

t
引
日

午
前
7
時

・
午
後
9
時

マ
吹
山
方
法

腐
習
招
集
借
り

白
砂

6
砂

町

秒

ト
小

V
W川
町
Jm
減

明
日
町
企
以

f,f-~. 
tノ

15 
f:l 

。
朝
日
町
消
防
団
出
初
弐
に
と
も
な
う

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

マ
吹
川
M
時

l
H
6
日

¥j 

15 I次
秒 l!I・i

ヌj
/l• 6 f:.去
1同I、秒

マ
吹
・
川
区
成

朝
日
町
A
K
威

午
前
7
時

15 
秒

H-:h 
:s 
4世

昨
年
に
引
き
続
き
町
内
の
れ
河
川
お
よ
び

融
勺
前
の
川阿
部
そ
行
い
中
よ
し
た
υ

引相
必
の
日
町
内
れ
か
ら
川村
山
さ
れ
る
ゴ

ミ
が．

ま
だ
川
山
悩
勺
泌
等
に
以

m
JCれ

．一－
三
和
川
践
に
ん
爪
比
さ
れ
て
い
ま
す
3

こ
の
w
p
は
、
生
前
例
川
崎制
の
河
川
山
お
よ
び

従
山
山
に
も

R
Yハ
な
彬
似
を
必
ぽ
す
恐
れ

が
あ
り
定
す
。

今
川
の
巡
川
闘
で

2
1
3
均
所
の
何
川
一か

伐
以
の
位
、
ハ
，
ポ
ウ
メ
子
υ
1
N
、
ビ

ニ
ー
ル
匂
の
一小
松
川
川
市
川
ぺ
よ
り
川
小
、
さ
れ

て
い
る
状
思
で
す
，

し
か
し
、
ぺ
年
に
リ
ラ
ハ
ゾ
－
f
れ
い
に
は

っ
て
J

．
て
い
ま

7
．

サム

L
い門川
．ソ
く

ne々
と
ル
什川パ
の
守
伐

の
御
附
m
H
H
a
r山
お
似
い
い
た
し
ま
い
04
e

骨
川
に
ゴ
ミ
を
す
て
な
い

よ
う
に
し

g
し
よ
う

一－
川
は
と
も
だ
ち

川
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

む
み
ん
な
の
－一T
で

美
し
い
町
づ
く
り
を

(3) 

内

Jι
唱

l
噌

l
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老
齢
年
金
は

侃
歳
前
に
も
ら
う
と

減
額
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
老
齢
町
・
通
算
老
齢
年
金
を

印
歳
か
ら
白
歳
以
前
の
早
い
時
期
に
も
ら

わ
れ
る
と
、
年
金
額
は
白
歳
か
ら
も
ら
う

時
に
比
べ
て
、
次
の
よ
う
に
生
産
減
額
さ

れ
ま
す
。印

歳
か
ら
も
ら
う
と
位
v
h
減
額

引
歳

。

。

ぉ

析

。

臼

歳

。

h
q
n
v
h

m歳

m
r

u開設

け
官

// 

// 

// 

。

// 

4ア

// 

さ

綴
り
上
げ
て
間
半
く
も
ら
わ
れ
る
と
途
中

で
取
り
消
す
ζ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

繰
り
上
げ
て
も
ら
う
手
続
の
と
き
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う。

な
お
、
年
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
ζ

と

報……・・ーーーーあ

は
、
地
以
国
民
年
金
委
員
か
町
国
民
年
金

係
（
舎

3
日
1
1
0
0内
線
却
）
ま
た
は

魚
津
社
会
保
険
事
務
所

（雪
0
7
6
5I

M
H
1
4
9
4）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

所
得
控
除
の
申
告
を

ー
レ
ホ
ナ
し
ト
ETna－J

ζ
と
し
も
所
得
税
の
年
末
調
態
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

日
年
中
に
納
め
ら
れ
た
社
会
保
険
麟

〈

国
民
年
金
・
農
業
者
年
金
・
国
民
健
康
保

険
〉
な
ど
は
、
給
与
所
得
者
の
所
得
税
作

来
調
繋
の
と
き
に
閉
告
さ
れ
ま
す
と
、
所

得
計
算
よ

η
山
し
引
か
れ
ま
す
。

自
分
の
分
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
た
め

に
納
め
ら
れ
た
分
も
合
せ
て
、
そ
の
金
額

が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
7
川円か
ら
始
ま
っ
た
特

例
納
付
に
よ
っ

て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

た
保
険
料
も
同
僚
に
所
得
か
ら
差
し
引
か

れ
ま
ず
か
ら
、
忘
れ
ず
に
申
告
を
し
ま
し

ょ
弓
J

。

可、．、・
J
、，
、t
．、
・J
、，‘
t
．、・
J
‘，
‘t
．、・
J
、t
・t
．、・
J
、t
・t
・、
J

J
、t
・t
．、‘，
、t
・t
・、
J

J
、4
．tリ

…

公
務
扶
助
料
受
給
縫
者

等

が

、

る

。

い

～

失
権
し
現
に
国
か
ら
何
ら
の
処
遇

2
陸
海
創
部
内
の
判
任
文
山
口
等
の
遣
依
に

、

仇

た

を
受
け
て
い
な
い
遺
族
に
対
し
て
も
支
給
す
る
。

」

～

が

し

国
が
、
弔
慰
の
孝
信
麦
わ
す
た
め

日

法

ま

特
別
弔
慰
金

と

し

て

、

国

債

〈

額

請

求

手

統

一

一

給

れ

面
ロ
万
円
、

6
年
前
説
、
無
利
子
今
回
の
特
別
弔
慰
金
舎
請
求
さ
れ
る
方
は

…

一
支

さ

〉
が
、
支
給
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
印
節
、
戸
錯
砂
本
、
戦
没
者
等
の
除
額
二

～
k

E

E

ま

し

た

。

本

が

必

袈

で

す

。

～

…
動

拠

た

お

、

兄
弟
姉
妹
等
、
同
順
位
の
遺
族

小

川
ロ
ロ

支
給

対

象

者

が

数

人

い
る
場
合
、
請
求
者
以
外
の
遺
族

…

～

肝

1
間
和
叩
年
4
月
1
8
か
ら
附
和

の
間
受
信
が
必
要

で

す

。

～

中
市
刀

妥

35
日
の
問
に
公
務
扶
詳
し
い
ζ

と
は
、
役
凶
器

社
係
（
宮

3ザ

～
嗣
弔

慰

等

の

支
給
者
が
、
死
亡
に

ドH
t
－－

o
o内
線
泊）

ま
た
は
角
地
区
の

一

～

よ
り
失
権
し
た
絹
合
に
支
払
附
す
遺
族
会
役
員
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～

‘、，‘．‘、
．．
 
、，、，，
、．
‘．‘、．、，、
a
，
、．‘．‘、．、，、，，
．，‘
．・
、．、
，、，，、，
‘．‘、、．、，、，，‘
，‘．‘、．、，
、，，
、，‘．‘、
．、，
、，，
、a
‘．
‘、
e
．，
、，，
．a
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朝日町大型トラクター

運転 競技会

朝
日
町
農
業
機
械
到
来
利
用

安
全
対
策
推
進
協
議
会
で
は
、

農
業
峻
械
の
効
来
利
川
促
進
と

友
金
約
策
彼
怠
併
撲
の

一
加
と

し
て
刊
月
日
日
火
家
正
農
協
共

同
制
吃
傑
庖
説
的
で
、
大
型
ト

ラ
ク
タ
ー
述
転
競
夜
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
競
伎
会
に
は
、’
外
国情
川町

管
制
比
組
合
．
醤
鹿
組
合
を
山
市
心

に
5
チ
l
ム
が
参
加
し
、
日
．
助

スキー教室参加者募集

昭
和
白
年
1
月
間

（土）

t
附
和
町

年
l
月
引
日
（
月

）

2
泊

3
日

新
赤
倉
ス
キ
1
場

宿
泊
「
コ
ル
チ
ナ

荘
」

－
受
講
対
象
者

初
心
者
、
初
級
者
、
中
級
者

（

3
級
程
度
｝

av受
講
者

三
山
名
（
南
申
し
込
み
順
）

こ
朝
日
町
内
に
居
住
ま
た
は

－ 
)9J 

日

• 4主

場

2
1
2
 

勤
務
す
る
者

？
引
円
ね
を
際
民
に
参
加
で
き
る
者

・
参
加
費

1
人

！

万
3
千
円

－
申
し
込
み

＊
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事

柄
引
を
記
人
の
う
え
、
申
込
金
2
千

円
を
添
え
て
申
し
込
む
。

殺
し申
し
込
み
締
切
後
、
受
拐
を
取
り

消
し
て
も
申
し
込
み
合
は
返
氾
し

ま
せ
ん
。

A

’
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

制
日
町
教
育
委
員
会
添
務
川

（雪
2
・1
1
1
0
4）

(4) 

の
ト
ツ
ク
タ
l
運
転
・
蕗
備
筏
術
の
腕
前

舎
麓
い
あ
い
ま
し
た
。

な
お
、
成
樹
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

犬
家
出
東
部
第
3
滋
農
組
合
（
伊

原
崎
n
・
伊
綴
静
史
）

次
勝

下
山
新
盤
農
組
合
（
能
沢
信
夫

・

吉
野
正
治
）

三
位

大
家
陀
東
部
第
4
営
民
組
合
（
前

川
製
刷

－
m脚
升
正
明
）

な
お
、

優
勝
者
は
川
町
大
会
に
出
総
し
ま

し
た
。

児
童
ク
ラ
ブ

パ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会

行
わ
れ
る

去
る
日
月
間
日
（
臼
〉

朝
日
町
民
総
合

体
育
館
で
、
朝
日
町
児
怠
ク
ラ
ブ
の
女
子

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
ナ
l
ム
は
団
依
戦
に
日
チ
ー
ム

例
入
臓
に
は
中
学
の
部
9
組
、
小
学
生
の

部
川
組
、
あ
わ
せ
て
約
別
名
が
稼
加
し
、

な
ご
や
か
な
う
ち
に
も
烈
戦
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
、
ク
ラ
プ
員
相
互
の
親
睦
に
大
い

に
役
立
ち
ま
し
た
。

成
績
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

団
体
破

優
勝

宮
崎
山
・
川
ク
ラ
ブ
A
チ
1
ム

次
勝
綾
町
兇
ぽ
ク
ラ
プ
チ
ー
ム

個
人
総
中
学
生
の
節

優
膨
寺
崎
由
加
里
、
紬
木
麻
子
チ
ー
ム

次
勝
岡
本
あ
ゆ
み
、
大
和
明
美
チ
l
J

個
人
総
小
学
生
の
錫

優
勝

水
口
掬
広
笑
、
加
綴
奨
樹
チ
ー
ム

次
膨
寺
田
淳
美
、
線
建
真
由
美
チ
1
’u
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盛
会
だ
っ
た

県
民
大
学
校
移
動
巡
回
講
座

・・・・・-11292’一一ひ－さ報… ……ーあ

後
公

民

館

表

彰

後

こ
の
た
び
長
年
に
わ
た
っ
て
地
級
社
会

教
育
娠
輿
の
た
め
に
、

公
民
館
長
ま
た
は

公
民
館
主
事
と
し
て
尽
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
左
心
の
万
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

広昭和32・8珂8日
ー一一一－－－ ’~ 3 ..使・.司・・一一－－－－－－－

第
げ
図
柄
県
総
花
陸
公
民
館
大
会
表
彰

第
2
回
全
国
公
民
館
録
制
興
大
会
表
彰

場
公

民

館

長

氷

島
近
太
郎
氏

第
m
m
回
沼
山
則
公
民
館
穴
会
表
彰

前
穴
家
圧
公
民
館
長
川
上
踊

一
氏

前
出
時
公
民
館
主
事

山

田
安
治
氏

笹
川
公
民
館
長

折
谷
隆
一
氏

野
中
公
民
館
長

大

野
亀
吉
氏

大
家
庄
公
民
館
主
事
弓
野
良
．

一氏

県
民
大
学
校
移
動
巡
回
講
座
は
、

山
山

県
教
育
安
員
会
主
似
、
町
教
高
問
委
員
会
、

町
学
校
教
育
研
究
九
円
、
町
公
民
館
連
絡
協

議
会
失
催
の
も
と
に
、
去
る
叩
月
幻
刊
午

後
3
時
か
ら
町
勤
労
宵
少
年
体
育
セ
ン
タ

ー
に
約
捌
名
が
多
加
し
て
問
摘
さ
れ
ま
し

た
。沼

山
川
町
教
符
努
付
会
で
は
、

川
州
民
の
佐

川
学
習
へ

の
嬰
消
に
乙
た
え
る
た
め
、
中

央
よ
り
綿
削
を
招
い
て
同
鴻
随
谷
間

mし

て
い
ま
す
が
、
入
。
，
問
朝
円
町
で
の
開
講
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

滑
川
に
京
総
初
級
穴
学
々
長
、
深
作
泌

氏
先
生
を
む
か
え
「
見
直
す
べ
き
日
本
人

の
心
」
と
題
し
た
、
日
本
人
の
h
q

さ
ぴ
令

。
ゎ
び
h
q

の
心
の
強
調
と
家
庭
教
育
、
学

校
教
育
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
幅
広
い
内

容
の
講
演
が
あ
り
、
受
講
生

一
同
深
い
感

銘
を
覚
え
、
雄
会
mmに
閉
会
し
ま
し
た
。

55年1月3日． 
1月6日まで

ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ース

ク
ー

ル

学
級
生
募
集

朝
凶
ス
キ
1
ク
ラ
プ
、
朝
臼
町
教
向
委

員
会
、
朝
国
町
体
育
協
会
、
明
H
町
山内

η

指
崎
容
白
協
議
会
、．
ト
．
俄
の
ジ
品

目一
ア
ス
キ

ー
ス
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
局
常
・者

は
左
記
に
よ
り
応
募
く
だ
さ
い
。

C
期

円

昭

和

お

年

1
月
3
H
t

6
臼
（
3
泊
4
日
〉

新
赤
倉
ス
キ
l
場

。
会

4易

11月25日

第
十
六
回
朝
日
町
青
年
議
会
聞
か
れ
る

八
客同
信斗
議
会
本
令
議
V

町
内
小
学
生
4
年
1
6年

！
万

7
千
円

叩
名

ス
キ
l
技
術、

ν
ク
リ
ェ

l
シ
J

ン
、
団
体
生
活
の

規
律

ロ
月
ほ
臼

t
m
H
〈
先
抑制

服）所
定
の
巾
込
み
用
紙
で
保

護
者
が
左
記
へ

朝
国
町
教
問
円
安
員
会
内
土
井
秀
雄

（
申
込
用
紙
は
右
記
に
あ
り
ま
す
〉

W
7
沼
話
に
よ
る
受
付
け
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

O
参
加
資
私

O
Z
加
費

0
・
足
白

O
内

容

O
申
込
期
凶

O
巾
込
刀
法

7
月
お
臼
に
組
織
議
会
を
開
き
、

議
会

山戸

l
w
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
若
者
の
声

を
町
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、

総
務
教
育

・
環
境
厚
生

・
産
業
建
設
の
3
委
員
会
に

分
か
れ
削
日
間
と
い
う
長
い
間
学
習
を
し

て
き
ま
し
た
。

店内
議
員
は
福
祉
問
題
や
観
光
開
発
な
ど

町
政
の
抱
え
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

昨
年
の
意
見
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
の
声

と
い
う
も
の
を
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て

活
指
に
質
問
、
町
の
考
え
を
た
だ
し
閉
会

し
ま
し
た
。

第

3
回
夜
間

レ
l

ボ
ー
ル
大
会
終
る

ノ〈
問
月
幻
臼
以
来
、
男
子
幻
チ
ー

ム
、
女

子
山
チ
l
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
第
3
回
夜
間
パ
ν
l
ボ
l

w大
会
は
日
月
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ひ報広

蔵入 7億7.246万円 23.9%

蔵出 6ttl:9' 130万円 22.1% m加しました。

1)1i年度と比べると

・消防タンク車購入

．消防庁舎建設

・がけ地等危険住宅移転

．災害復旧事業

などであります。

これらのほかに、広....負担金5.610万円や公f賞受 Ht

4.690万円などが品提出の主なものであります。

このように「朝日町総合計圃~~ta怨 l に系づいて怜みよい

町づくりの実現に畝極的に縫進してきました。

1.080万円

1億3.913
649 
881 

郷土の録会747万円

819 
6.235 
8.026 

2億 996

・地下水調査と環境美化

．簡易水道事業への助成

．消婦事業等

・都市計画街路事業

．道路新設改良事業

liti7' 346万円

2,469 
3.035 
2.214 

総背条件の鐙傭

－小中学校運営資

・境小学校フ。ーノレ建設

．公民館等社会教育費

．スポーッ振興費 勝会WlJ 。。
差引
万円

4.643 
568 
49 
6 
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政入
万円

57.795 
3.930 
2.356 
313 
16 

。国 保会計

。診 It~ 所会計

。簡易水道会計

。用水会計

。奨学資金会:11・

ffi：引
万円

8.349 
八 500
7.849 

（泊病院〉

政入 歳出
万円 万円

109.219 100.870 
3.966 4.466 

113 . 185 I 05 , 336 

勝会変喜金

3.486万円

4.434 
3.091 

1佑2.955
Hむし031

4.274 
1.934 
4.745 
2.310 

趨銭迎長銀のS護側

· ~業構造改善事業
．水田利用再編対策

．広域良道整備事業

・良村総合整備事業

．林道の開設と舗装

．造林事業

・漁港改修事業

．陶工業娠貝i

・制光事業
支

支

ロ
人
口
λ

H
U
1
HH
q
 

的

的

計

益

本

収

資

。 町民 l人当り決算額
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土木 書官
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教育 費

災留復旧 費

公 債費
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53年度町の台所報告 住みよい町づ
〈〉 あら ま し く〉
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昭和53年度の決算規模は一般会計と特別会計を合わせて

雌入 40億 24万円（前年度32億2.778万円）

歳出 38億2.091万円 （前年度31億2.961万円〉
'lllllllll/llllll/1/llllllllllllll/lll//l/l////l/l////lll////l/l//l/l/l////l//////l///////ll////////l////l////l///ll////lll////l/l/llll/l/l/l/////l///lllllll/l/////l/llll/ll//////////llll//////////////l/l////l/l//l/l/l/lll//l/llll/l/l//////ll/l////lll/lll/l/lllll/lll//lll//ll/ll/////lll///l//l////ll/llll///, 

田副総会僻

。収支 l億t2,663万円の黒字

岡斎1153年度の一般会計決算額は、

歳入 33{05.614万円（前年度26~む4.950万円）

歳出 32{1む2.951万円（前年度261f31.597万円）

で前年と比絞して、歳入では7{Q664万円、 26.7%の相、ぷ出で

は61.山 .354万円 23.5%の僧になりました。

必入からぷ出を差し引いた実質収支は1(Q2.663万円の黒’Fと

なり、とのうち将来の財政の調態資金として I{,Q円を積み立て

て、健全な財政運営を図っていきます。

。歳 入

®！~安伸畿は9億、7,638万円
ぷ入決算のうち鼠も多いのは地方交付税91.む7.638万円で前年

度より llQ6.132力’吋 1 ~.8%の唱となり、 必入の29. 1 %をしめ

ています。

次いで国・ l県文出金の7{Q9450万円で、前年度より22.2%の

嶋でぷ入の23.6%にあたります。

町税は6{iJ2.839万円 15.7%の増でぷ入全体の18.7%にあた

り、乙れを町民 1人当りにしますと32.326円となり町民 1人当

りの行政費166.136円の19.5%に相当します。

このほかに保証~センタ 一新設、消防庁舎m設、道路新設改良や

老人福祉センター鐙設等の行事業にあてるための町債4山7.91

0万円、保育斜9.388万円、 l色体事業、林道事業や農道事業など

歳入の状況

、‘，，
，

月

i，，．‘
、

内
ノ

ι
唱

l
q
J
V

にあてた分担金1tQ9.741万円などが歳入決算の主なものです。

。歳出

投資的経費は14億1,729万円

歳出決算を目的別にみますと、大きな比率を占めているのは

民生賞、農隊水産業費、 土木賞、総車普賢で全体の経費の64_8%

となっています。

次に性質別に分類すると、義務的経費37.4%、投資的経費43

. 9%、その他の経~18.7%となっています。

歳出の内谷を「生活環境の董備」、 「教育条件の盤備J、 「

産事院基盤の藍備」および「郷土の保全Jの四大路策別にその主

なものを列挙しますと、

！！！.続邸績の溢傭

．心身障害者医療費

．老人医療費

・老人福祉センター建設

．乳児等医療費

・保育所運営費

－児童手当の給付

・予防緩種と住民検診

．保健センター建設

・泊病院事業への出資

1.044万円

1億2.938
1億4.564

693 
2itl:9. 831 

1.834 
1.395 

l億1.715 
2.406 

歳出の状況
（性質別〉

建設事業債

1,417. 290千円

(43. 9%) 
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心に晴着を

乙の岳災予は、昭和34年4月2日から昭和35年4月1日までに生れた、間利54(1'度成人該当者を記似したものです。ζの名

簿に記似もれになっている方は12月24日までに教育委員会事務局（舎2--1104＞へお知らせください。 ζ連絡のない場合、成

人者名簿に芯緩されない乙とがありますからど了まください。

朝日町成人者名簿照会昭和54年度着飾るよりも
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利

率

京

子

宮

子
睦

子

恵

子
喜
与
司 ハ

ノ
ム
噌

l
凋
U
寸

(8) 
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踏
切
事
故
防
止
に

ご
協
力
を
グ

車
を
止
め
る
手
配
を
す
る
。

（泌
陸
本
線
で
は
警
報
畿
の
あ
る
全
踏

切
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
d

A
V
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
の
な
い
所
で
は
、
す

ぐ
に
信
号
え
ん
符
や
赤
旗
な
ど
を
使
っ

て
列
車
に
危
険
を
し
ら
せ
る
。

自
動
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
ら

八
V

す
ぐ
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
列

に
ぎ
や
か
に

泊

町
南
遷
二

六

O
年
大
祭

朝
日
町
の
中
心
街
の
泊
町
は
も
と

ん
屋

敷
地
内
に
あ
っ
た
が
、

手
保
二
年
の
高
波

に
よ
り
全
滅
し
現
在
の
地
に
移
っ

て
か
ら

ち
ょ
う
ど
こ
六

O
牛
自
に
あ
た
り
ま
す
。

柏
町
の
発
民
を
祈
り
、
脇
子
八
鵬
宮
の

年
賀
状
は

ロ
月
初
日
ま
で
に

谷し 3南
進 大 た 日 選
の が 。の ニ
石に 刷 六
ti.［ は 目 。

が子 子 団を氏納 h（まの 記 、作
祝八 あ体 先 子 獅 、た補 念 脇を
わ 脈 げ 参宮1 町 子拝阿 ft ~ 子 祝
れ 1}・；てuに内 鐸 殿 白 や ま髭 八う
ま の泊が 町 か が 前は合 と 瞬 大
しi十j町列内ら 舞の 社 回 し 宮祭
た~の な とはわ 広 務が て でが
。二 発なと ？rれ剃所浩 氏 行 11
六似 し の ノJ 、でで ら 子 わ 月
Oと、是正 稚 15は 菊れ た れ 2
年脇 氏 納 子の奉花、ち ま

0 0 0 0 
て す 郵郵な お て wあ に「 崎 年 年に 年 年
発 。便便 く子名賀 て 束他 地賀 賀 発末 賀
送郵 は 番 記 犠は 状 名 ね の 内状 状 送 贈 状
し｛史 郵号館あ番が l立て ／（Jをは は し答 の
て 務使 も して地 迷 くお保 除「 方 て 用 発
くぢ・番 お て のま 子 わ 出 あ く 町 面 く小 送
だも母sくもでに し し て 〉内 別だ 包 lま
さ ／、で れ だのくな く く」 「 あにさは 12
い ッ区 な さはわら ハ だに 1Jて 分 い 12月
。キ 分 〈 い 周 しなッさ 分 山 」 け 。月 20

リけ 。；！； くい キ いけ 県 （ て 15日
とし を。よリ 。て内 野 6 '£ 
記て お う と 十 あ rf: 頃で
蹴い 忘に 文 て、 ま に
し ま れあ 字」山 で

八
写
貝
は
獅
子
例外と

団
体
診
拝
V
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八
中
国
の
写
真
の
展
示
V

青
年
の
船

報
告
会
行
わ
れ
る

「
白
山
県
脅
年
の
船
」
診
加
報
告
会
は

去
る
川
月
幻
自
町
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

笛
山
県
で
は
、

中
堅
青
年
の
育
成
を
目

的
と
し
て
、
外
国
に
青
年
を
派
遣
し
て
研

修
を
す
る
「
富
山
県
青
年
の
船
」
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
作
度
の
第
9
回

青
年
の
船
は
7
月
M
白
か
ら
7
月
加
日
ま

で
実
施
さ
れ
、
朝
日
町
か
ら
中
困
へ

6
名

ア
メ
リ
カ
へ
1
名
が
診
加
し
ま
し
た。

報
告
会
は
次
の
よ
う
な
分
担
で
、
現
地

の
棋
察
、

見
学
状
況
や
生
活
体
験
、
現
地

汗
年
と
の
交
流
等
の
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
を

つ
か
っ
て
具
体
的
に
生
々
し
く
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

O
竹
内
雅
和
船
中

・
旅
穴
市
の
研
修

O
常
用
順
子
滞
蹴
市

。

O
広
川
昌
チ

兆
京
市

。

O
追
分
敏
之

天
津

・
船
中

h

O
江
捌
時
男

ア
メ
リ
カ

hq

ま
た
、

会
場
に
は
参
加
団
員
が
持
ち
帰

っ
た
約
問
校
の
写
真
と
中
国
の
民
芸
品
、

衣
服
、
楽
録
、

円
籍、

彫
刻
等
お
よ
そ
切

点
が
展
示
さ
れ
、
報
告
会
と
合
わ
せ
て
国

際
理
解
と
国
際
的
制
野
ぞ
広
め
る
の
に
有

意
畿
な
報
告
会
で
あ
り
ま
し

r。

S
S
E
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寸
不
起
訴
に
も
光
る
正
し
い
審
査
の
目
」

「
l

検
察
審
査
会
の
し
く
み
と
は
た
ら
き
し

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、
「
検
察
官

が
犯
人
を
裁
判
に
か
げ
て
く
れ
な
い
。
」

社
会
の
耳
同
を
ひ
い
た
呪
r
ハ
な
事
件
を

「
検
察
官
が
起
瓜
し
な
か
っ
た
の
は
ど
う

も
納
得
で
き
な
い
。
」
と
い
っ
た
不
満
の

あ
る
人
の
た
め
に
検
察
官
四
食
会
が
あ
り
ま

す。
朝
白
町
選
供
管
理
袋
白
会
で
は
、

毎
年

一
月
に
乙
の
検
然
術
金
目
と
な
る
候
縞
者

の
出
定
を
行
い
ま
す
。

検
察
審
査
員
の
選
定
方
伝
や
そ
の
職
務

な
ど
乙
の
制
度
の
概
閥
次
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。

O
倹
察
審
査
会
と
は

選
拳
信
の
あ
る
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

日
人
の
検
祭
審
査
白
が
、
国
民
を
代
表
し

て
検
察
官
が
勝
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
ζ

と
の
良
し
慈
し
を
審
査
す
る
の
が
主
な
仕

事
で
す
。

魚
津
検
察
審
査
会
は
、
魚
津
、

黒
部
、

1'2 9 2 I} ひさーあ報 ー広
昭和32草 8JI 8日
M3・・6使・露首r・・

相談ごとご案内

A行 政 相

日 時第？火附日

午前10時～午後3時

ω所朝日町福祉センタ戸

~l談員 川上努 ・（雪3-0050)

談

入
善
、
朝
日
、
字
奈
月
の
各
市
町
で
憎
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

O
ど
の
よ
な
な
方
法
で
選
ば
れ
る
か

宮
内
ず
、
作
市
町
の
巡
診
管
理
寮
白
会
が

選
第
人
名
簿
よ
り
、
く
じ
で
検
察
審
査
員

の
候
補
者
を
巡
び
ま
す
。
〈
朝
日
町
の
候

縞
者
は
お
人
で
す
。
）
そ
の
中
か
ら
、

検

務
審
査
会
副
申
務
局
長
が
百
円
び
く
じ
で
検
察

探
査
員
を
決
め
ま
す
。

。
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

検
察
審
査
員
は
、
法
律
な
ど
の
特
別
の

知
識
は
全
く
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

任
朋
は
6
カ
月
で
、
そ
の
問
、
審
査
会

議
に
出
府
し
て
自
由
に
発
宮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

あ
な
た
が
検
察
審
査
員
に
選
は
れ
た
と

き
に
は
、
検
察
審
査
会
の
役
割
を
よ
く
理

解
さ
れ
、

進
ん
で
こ
の
務
め
を
果
た
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ人権法 律相談

時 12月18日＠
午後 l時～午後4時

場 Jfr4~旧町福祉センター
相談白人権擁護委員

上回恕二（雪2-0127)
α田尚ラ〉 （舎2-2164)
草野三郎（~2- 1034)

ム心配ご と相談

時毎週火倣！日

午前10時～午後3時
所朝日町福祉センター

（雪3-0756)

日

場

円

（昭
和
白
年
日
月
同
日
現
在
）

お
す
ご
や
か
に

〈赤
ち
ゃ
ん
誕
生
〕

境宮
崎

弥
生
町

松
涛
町

南
保

招
保

荒
川
五

上
道
下

旭
ケ
丘

大
家
庄

不
動
堂

下
山
新

金
山

水

島

和

彦

河
内

見

安
逮
良
之
助

渡
辺

功

加

賀

膨

夫

粗
末
符
一

大

村

常

経

中

山

博

文

山

主

峰

雄

大
久
保
党
政

水

井

芳

附

金

森

澄

男

門

口

博

A交通事故巡回相談

①日時 第3月曜日

午前10時～午後jlf;1 

泌所黛部市中央公民館

①l!時 第3水配日

午1JifI 0時～午後 3時

溺所県魚津総合庁合内

~l.llV-地方県民相談室 長 二長 二ニニ 長 長 二 長 長二二
女女女男女女男男 女女女 女児

智
明円

山

由
希

咲
和
子

千
秋

桁
土除仙

忠
英

公
英

正
畑

英
咲

理
恵
子

育
代

お
し
あ
わ
せ
に

O
宮

崎

黒

部

市

O
宮

崎

新

調

県

O
笹

川

新

沼

県

O
笹

川
上

町

O
笹

川

新

潟

県

O
東

下

町

入

善

町

O
東
三
浦
町

草

野

O
中
三
浦
町

魚

津

市

O
弥

生

町

境
O
本

町
新

湊

市

O
本

町

前

川

市

O
清

水

町

富

山

市

O
荒

川

二

入

替

町

O
平

側
一

入

善

町

O
B
東

町

日

東

町

O
加

グ

丘

入

普

町

O
越
（耐
保
）

“
…
添

市

凹普黒白斎 藤 吉山田木上平安山加松大水鹿田浜腎保篠木折 派長杉姻 秋佐蕗竹

婚

回木要山村谷 川井町内 山 田図谷

稔笑守

加
伸
子

邦

彦
お

代

隆
品
中

盤

子

忠

行
加
代
子

正

俊

弘

子
珠

栄

里

英

樹

行
浩

子
勝

二

順

子

修

司

幸

子
園

良

忠
笑
子

邦

明

み
ち
子

治

問

悦

子

秀

行

よ
し
み

和

美
一

江
一

男

提
代
子子

積

小 川川小；膝回 校 時 原 村 田 田 本 国 治 岡野島本中

後

O
辻

岩

崎

小

在

地

O
殿

町

荒

川

四

山森九＇／，（

崎弁 illj主

tL克悦議

子久子 fヨ

。。

お

く

や

み
パ死

亡
）

O
涜

O
飯

川

O
笹

川

O
何
本
町

O
小
一．削

O
出

保

つ
小

史

O
町
雨
保

O
辻
料
崎

0
．
卜
山
新

0
．卜

野

氷
山
川
そ
め
（
加
）

竹
内
ナ
ツ
〈
而
）

長

ル

ミ
ヨ
（
刊
〉

横
山
五
と
則
（
市
）

出

山
す
て
（
例
）

大
村
似
助
（
幻
）

怯

下

弘

（

幻

）

坂
口
松
次
郎
〈
加
）

汚
氷
山
川
作
（
乃
）

西

山

っ

た

（

U
）

山

川

ふ

さ
（
刊
〉

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
符
・
訟
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

フ
松
路
町
氷
山
同
真
先
さ
ん
よ
り
姶
得
物

報
労
A
蹴
を
5
平
川

／
宮
崎
山
川
口
出
航
さ
ん
よ
り
！
万
円

マ
月
山
西
出
荷
さ
ん
よ
り
l
円
、
5
円

王
位
貨
を

5
百
げ
円

一
清
氷
町
川
端
伝
吉
さ
ん
よ

η
衣
類

ロ
点

マ
清
水
町
緩
条
M

灯
火
さ
ん
よ
り
亡
父
、

U
什
巧
さ
ん
の
供
必
の
た
め
符
附問

返
し
の

一
部
叩
万
円

氷
山
川
似
之
さ
ん
よ
り
的
川
町
物
報
労

金

4
下
川

勺
11'1 
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と
に
な
っ
て
い
る
病
気
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
治
す
ζ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
特
に

惑
い
と
こ
ろ
が
な
い
の
に
自
覚
佐
状
が
あ

る
と
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、

現
在
の
生
活
の
し
か
た
に
問
題
が
な
い
か

ど
う
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
若
い
人
に

も
自
党
症
状
を
訴
え
る
人
が
多
い
と
い
う

の
は
、
運
動
と
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま

く
と
れ
て
い
な
い
と
い
う
と
と
も
原
因
の

ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
れ
で
も
体
の
ど
こ
か
に
何
か
異
常
が

あ
っ
て
、
ス
×

ur健
康
だ
と
言
え
る
人

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
覚
症
状
は
、
健
康
か
ど
う
か
を
知
る

上
で
の
大
切
な
バ
ロ

メ
ー
タ
ー

と

い
え

ま
す
。

首すじ．局のこり

年令階級別にみた自覚症状の割合

寸

昭

和

日

年

度

の

」

「
循
環
器
健
康
診
断
か
ら
し

-7一

めまい
とうさ ・息切れ
El '6リ

手足の関節j高

手足のしびれ

疲れやすい

自負 J両
手足の；令え

j滋

慾
50Uよ

日妻

症

状

覚

自

40～49 

若
い
人
に
多
い
頭
痛
・
め
ま
い

30～39 

グ
ラ
フ
で
見
る

よ
う
に
、

自
覚

症
状
と
し
て
段

も
多
い
の
が
首

す
じ
ゃ
肩
の
こ

り
で
、
叩
人
の
う
ち
7
人
が
訴
え
て
い
ま

す
。
以
下
、
多
い
順
に
、
疲
れ
や
す
い
が

叩
人
の
う
ち
6
人
、
腰
痛
が
叩
人
の
う
ち

5
人
、
手
足
の
関
節
痛
や
頭
痛
が
叩
人
の

う
ち
4
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

性
別
で
は
、
総
体
的
に
み
て
男
性
よ
り

女
性
に
自
覚
症
状
の
訴
え
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
終
に
女
性
は
、
頭
痛
、
め
ま
い

手
足
の
冷
え
の
3
症
状
が
、
男
性
の
2
倍

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
階
級
別
で
み
た
易

合
特
徴
的
な
の
は
、

手
足

の
関
節
痛
や
し
び
れ
が
高

齢
に
な
る
ほ
ど
唱
え
て
い

る
と
い
う
ζ
と
と
、
頭
痛

や
め
ま
い
が
若
い
人
〈
符

に
女
性
）
ほ
ど
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

そ
の
他
の
症
状
に
つ
い
て

は
年
齢
に
よ
る
廷
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
肩
こ
り
、
疲

れ
や
す
い
、
腰
痛
な
ど
は

泊
才
以
下
の
若
い
人
で
さ

え
約
半
数
の
人
が
訴
え
て

い
ま
す
。
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B
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然
、
い
季
節
に
な
る
ぐ
り
が
葱
く
な
る
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
や

か
ぜ
の
は
じ
ま
り
を
自
覚
し
た
時
は
、
一

い
圃
剛
問
団
固
と
、

毎
年
の
よ
う
に
細
菌
に
対
し
て
抵
抗
が
弱
く
な
り
、
他

暖
か
く
し
て
休
む
の
が
第

一
で
す。

か
ぜ

九

～・E
’Z

圃

か

ぜ
が
は
や
っ
て
き

の
季
節
よ
り
も
ず
っ
と
か
ぜ
に
か
か
り

か

ら
気
管
支
炎
を
併
発
し
た
り、

微
黙
が
V

…

固

・

臨

固

ま

す
。
一

口
に
か
ぜ
や
す
い
状
態
を
作
り
だ
す
の
で
す
。
続
く
よ
う
な
と
き
は
、
い
ろ
い
ろ
検
査
を

一

い

と

い

っ
て
も
正
体
は
普
か
ら
「
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
」
と
受
け
て
余
病
の
発
見
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ん

V

複
雑
で
、
い
ろ
い
ろ
の
原
因
で
お
こ
り
い
わ
れ
ま
す
が
、
心
臓
病
の
あ
る
人
は
り
ま
せ
ん
。

v

い
ま
す
。
そ
の
大
部
分
は
ウ
イ
N
ス
に
よ
か
ぜ
で
病
気
が
怒
く
な
っ
た
り
、
慢
性
印
折
以
上
の
人
が
年
に
二
度
や
三
度
は

…

一
る
も

の

で

、

微

か

ぜ

を

ひ

く

と

い

わ

れ、

一
度
か
ぜ
に
か

九

一
き

頭
痛
、

の

カ

ゼ

の

は

な

し

か
る
と
二
、
三
日
休
む
こ
と
に
な
る
の
で
…

ん
ど
が
摘
む
、

m

；

’

労
働
力
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
と
い
え
ま

～

一
水

が

で

る

な

ど

す

。

し

か

し

か

ぜ

の

予

防

は

イ

ン

フ
ル
エ

ん

V

症
状
も
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
中
で
も
伝
腎
炎
の
人
も
か
ぜ
の
後
に
悪
化
す
る
と
ン
ザ
以
外
は
有
効
な
予
防
緩
種
が
な
い
の

V

A

染
力
が
強
く
、

EB性
な

「
は
や
り
と
が
多
い
の
で
す
。
ま
た
妊
娠
中
は
か
で
、
マ
ス
ク
や
外
出
後
の
う
が
い
な
ど
、
一

〈
か
ぜ
」
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
す。

ぜ
に
か
か
り
ゃ
す
く
、
治
り
に
く
い
傾
消
鍾
的
な
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ん

い

冬
に
か
ぜ
が
多
い
の
は
、
寒
さ
の
た
向
に
あ
り
、

と
き
に
は
流
産
や
早
産
の

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
平
繁
か
ら
ヤ

…
め
に
か
ら
だ
が
冷
や
さ
れ
る
と
、
そ
れ
原
因
に
な
る
と
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

寒
さ
に
対
す
る
皮
ふ
の
鍍
一
線
と
、
栄
警
に
一

ん
が
呼
般
鶴
と
直
銭
関
係
の
な
い
手
足
で
老
人
で
は
肺
炎
や
気
管
支
炎
を
お
こ
し

対
す
る
留
窓
、
過
労
や
睡
眠
不
足
を
さ
け
ん

い
あ
っ
て
も
、
反
射
的
に
輿
や
の
ど
の
お
や
す
い
の
で
、
と
く
に
注
意
が
必
要
で

る
こ
と
、
保
温
や
室
内
の
換
気
に
気
を
つ
）

（
く
の
粘
膜
の
血
管
が
収
縮
し
、
血
の
め
す
。

け
る
等
、
不
断
の
注
怠
が
大
切
で
す
。
…
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事 業案内の月｜みんなの保健｜

考備区地象対場会

母子手帳持参区地全保健センター

，， 

検査料 1.500円

母子手帳持参

4ア

// 

// 

泊 病院

.il'~ 形外斜

午後
1 :oo～3:00 

午前
g:oo～10:00 

午前
10:00～11 :oo 
午後
1 :30～3:00 

間時－日〈服〉者象対業事
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人弘首

食

生
活 ’巡回栄養指導

改

善

母

カ

歳
3

股
検

1
検

子

保

成

人

病
予
防

母

関

健

母子手帳持参

入

境、宮崎、笹川｜
泊、五箇庄

山崎、大家圧

i判保

羽

保健センクー
午後
I :30～3:00 

4、28 通知のある人
百l」ぜき ・4 ソテ リ予

防
接
種 農業センターア ・破似風3極出合
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区地全保位センター
午後
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72 ¥:0 満64~~~以下一般 他康相 談

定

期

健

康

相

級

14 R 

泊
三
区
九
州
開
友
明
、
片
山
虫
、
民
仮
健

て
小
杉
正
子
、
積
山
茂
正
、
中
島
信

安
、
愛
場
樽
、
柳
下
善
一
、
吉
田
進
、

黒川
似
道
子
、
折
行
京
子
、
向
上
谷
川
、

愛
の
献
血

索、

, ' 

協
力
者
芳
名

ー
叩
月
実
純
分
｜

境
地
区
水
島
恵
障
子
、
氷
山
五
十
小川
、

野
田
道
明
、
水
鳥
英
明
、
水
嵐
広
治
、

水
島
明
香
、
水
島
問
、
前
川
利
忠
子
、

水
島
千
鶴
、
水
鳥
理
忠
、
川
U
忠

一

宮
筋
地
区
水
島
孝
夫
、
水
品
正
、
九
里

好
尖
、
水
島
清
倍
、
岩
谷
堅

－
、
河
内

俊
之
、

扇
谷
教
弘
、
扇
谷
千
向
、ト
ハ
浜

清
光

満65成以上

笹
川
地
区

竹
内
千
加
子
、
深
松
川
幸
、

折
作
姿
、
小
林
悦
子

泊

一
区
荒
井
茂
樹
、

土
介
等
、
佐
々
木

秀
費
、
坂
東
昌
春
、
膝
沢
h

外
夫
、
福
池

俊
雄
、
古
沢
卓
武
、
上
板
獄
美
、
丸
岡

文
山
、
竹
内
脱
去
、
内
山
聖
祭
、
双
川

良
則
、
吉
本
菊
校
、
双
川
正
和
、
火
回

目（印
γ

点
、
大
村
民
、
吉
川
容
花
、
川
上

克
紀
、
武
川
早
苗
、
武
問
問
，
打
、
永
仲

間
卒
、
吉
田
利
子
、
溺
尚
刊
山

泊
二
区
高
附
由
紀
尖
、
刷
松
高
e

太
子
、

川
中
秀
火
、
米
川
吉
彦
、
水
助
成
序
、

大
久
保
悦
江
、

金
井
必
子
、
村
上
束
、

山
辺
あ
ゆ
み
、
土
井
芳
子
、
兆
山
充
、

内
山
之
夫
、
後
援
小
夜
子
、
坂
東
山心理

子
、
－M
－野
友
子
、
加
藤
兵
紀
子
、
組
問

満

M
．
水
島
楽
保
子
、
ル
小
山
司
、

広
川

仁
応
、
入
江
孝
店
、
近
江
附
子
、
新
保

税
松
、
寺
崎
徳
子
、

比
寸
断
宏
夫
、
中
島

恩
山
、
米
国
制作
、
米
国
雅
行
、
野
口
利

以
子
、
後
川
旅
田
計
弘
．
田
沢
政ゃれ
トム
、
寺
川

雌
診

老人｛住康相談

ハ
／
』
噌

l

戸。

山
崎
ゆ
か
り
、
平
坂
裕
美
、
向
島
明
、

居
波
市
川
制
、
米
国
毅
、
佐
渡
与
志
雄
、

佐
渡
登
、
前
川
勉
、
村
田
清
、
大
島
紗

子
、
畑
博
之
、
大
村
浩
美
、
魚
栂
悼
む
紀

子
、
叩
…坂
典
子
、
笹
川
志
潔
子
、
浜
川

治
夫
、
羽
深
ひ
ろ
み

五
箇
庄
地
区

北寸出
陣
問
、
七
沢
幸
子
、

西
川
口
佐
夫
、
沢
閉
経
文
、
追
分
百
人
川

子
、
数
家
沓
継
、
大
島
湾
計
、
河
内
利

忠
、
西
村
多
忠
子
、
佐
渡
貴
子
、
広
脈

布
、
松
田
ひ
ろ
み
、
南
茂
和
炎
、
金
井

克
雄
、
佐
渡
力
、
西
田
浩
子
、
永
井
忠

尖
子
、
浜

一
樹
、
南
茂
亮
子
、
吉
井
秀

機
、
折
戸
範
真
、
大
野
佳
代
子
、
南
茂

輔
附
子

(1~ 

( ~ 1 ) 4 負傷者

南
保
地
区

長
谷
利
男
、
土
井
跳
躍
、
近
藤

益
夫
、
長
崎
美
知
代
、
谷
口
宗
次
、
出子

悶
正
、
谷
口
優
、
小
林
智
男
，
谷
口
英

行
、
中
島
桁
幸
、
小
坂
明
彦
、
北
山
民

弓
美
、
米
丘
可
奈
子
、
大
森
怖
彩
、
長

行
い
応
、
米
ek邦
浩

。者（本年累計 3g）死

山
崎
地
区

本

出
正

て

谷
利
敏
、
山
本

M
M
r
いに
子
、
長
津
信
行
、
永
口
了
、
稲
荷

優
、
野
川
淑
、
辻
久
美
子
、
行
口
真
史

江
、
中
亦
川
山
一
六
、
大
仲
介
雄
子
、
山
崎
清

史
、
水
野
正
日点
、
大
森
雅
子
、
仙
un
m

保
子
、
野
沢
川一火
、
秀
永
小
百
合
、
仙

〆
い
笑
和
、
州
U
H
和
彦
、
梁
間
早
川
川
、
制

川
刈
校
、
名
古
屋
勝
栄
、

。
口
市
民
弘
桁

犬
家
庄一地
区

白
川
仰
、
勝
井
出
子
、
藤

故

川
f

巾官、

N
uf万必
、
山
U
尖
利
子
、

宮崎

肌
川
義
川
、
長
山
忠
、
山
崎
鋭
織
、
大

、

背一
主
u
．
小
川
税
率
、
石
弁
雅
得
、
広

田

川
義

て

隣
国
量
司
、
姻
川
純
て
消

伽

氷
山
肌
子
、
刷

一
は
る
み
、
弓
野
紅
子
、

の

蕨
川
ゆ
か
り
、
道
下
有
希
子
、
伊
接
部

月

史
、
森
木
和
代
、
渡
辺
恭
子
、
中
島
敏
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